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【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

兵庫県立大学大学院　シミュレーション学研究科

　　　計画の区分：研究科の専攻に係る課程の変更

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」
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学務
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　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　・大学新設の場合：「○○大学」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　３　大学番号の欄については，平成２８年３月３０日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（◇◇学部（平成◇◇年度より学部名称変更））
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ｷﾖﾊﾗ　ﾏｻﾖｼ）

清原 正義　

（平成25年4月）

（ｷﾖﾊﾗ　ﾏｻﾖｼ）

清原 正義　

（平成22年4月）

(ﾊﾀ　ﾕﾀｶ)

畑　豊

（平成25年10月）

（２） 大　学　名

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　公立大学法人　兵庫県立大学

　　　〒６５０－００４７
　　　兵庫県神戸市中央区港島南町7丁目1番２８

（３） 大学の位置

研究科長

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　(本部：〒651-2197 神戸市西区学園西町8-2-1)　

　　　（例）平成２６年度に報告済の内容　→（26）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

学　　長

理 事 長

職　　名

　　　　ください。

（４） 管理運営組織

　　　　記入してください。

　　　兵庫県立大学大学院

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２８年度に報告する内容　→（28）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。
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年 人 人

シミュレーション学専攻

修士課程

報告年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人

3 － 3 － 3 －

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[  -  ] [  -  ] [  1  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ]

3 － 3 － 3 －

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[  -  ] [  -  ] [  1  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ]

3 － 3 － 3 －

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[  -  ] [  -  ] [  1  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ]

2 － 3 － 3 －

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[  -  ] [  -  ] [  1  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「社会人」については，認可申請書において貴学が定める社会人の定義に従って記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

平成２８年度

　　　・ （　 ）内には，社会人の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

4

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。

平成２７年度平成２６年度

[ 　-　 ]

(　 - 　)

　　　　には，欄を設けてください。）

[ 　-　 ]

修業年限

志願者数

(　 - 　)

0.50 0.75

(　 - 　)

Ｂ　 入学者数

博士（シミュレーション学）

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。

　　シミュレーション学専攻

シミュレーション学研究科

　（博士課程）

設 置 時 の 計 画

収容定員入学定員

3

（５）　調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等

　　　・　様式は，平成２６年度開設の博士後期課程の場合（平成２８年度までの３年間）ですが，開設年度・

シミュレーション学研究科

調査対象研究科等
の名称（学位）

　

　（５）－①　調査対象研究科等の名称，定員

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が２年以下の場合には欄を削除し，４年以上の場合

備　　　　　考

Ａ　 入学定員

0.66倍

[ 　-　 ]

0.75

平均入学定員
超 過 率

　　　・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

備　　考

　　　・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

受験者数

合格者数

4 12

　（５）－②　調査対象研究科等の入学者の状況

（注）・「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

4 4

2



報告年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[  -  ] [  -  ] [　1  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ]

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

2 3 3

[  -  ] [  -  ] [　1  ] [  -  ]

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

1 3

[  -  ] [  -  ]

(　-　) (　-　)

1

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

備　　　　　考

4

[　　1 　 ]

平成２８年度

　（５）－③　調査対象研究科等の在学者の状況

7

[ 　-　 ]

１年次

　

２年次

2

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。

平成２７年度平成２６年度

[　　1 　 ]

計 (　 - 　)(　 - 　)(　 - 　)

３年次

3



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２６年度 1 人 人 就職のため

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

3 人 0 人 平成２８年度 人 人 0.0 ％

8 人 1 人 12.5 ％

退学者数

入学者数（b） 退学者数（a）
退学者数（内訳）

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２８年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

人

0

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。　

％

％

0.0

50.0人 1

合　　計

人

2

人

平成２８年度
入学者

平成２６年度
入学者

平成２７年度
入学者

3

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

大規模経済ネットワーク特論 2 ○ 1 ・履修希望者なし(26)

財政シミュレーション特論 2 ○ 　 1 　 　 　
･教員都合により後期に変更(28)
・通常開講(27)
・履修希望者なし(26)

政策科学特論 2 ○ 　 　 　 兼１ ・履修希望者なし(26)(27)(28)

都市・地域経済政策特論 2 ○ 　 　 　 　 　 兼１ ・履修希望者なし(26)(27)

医用画像・信号解析特論 2 ○ 1 　 　 　 　

材料シミュレーション基礎論 2 ○ 1 　 　 　 　

・平成27年7月AC教員審査予定
のため複雑流体ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ特論
と前後期入替(27)
・履修希望者なし(26)

複雑流体シミュレーション特論 2 ○ 　 1 　 　 　
・履修希望者なし(27)(28)
・教員補充の関係で材料ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ基礎論と前後期入替(27)

耐震建築シミュレーション特論 2 ○ 1 　
・通常開講(27)
・履修希望者なし(26)

生態系シミュレーション特論 2 ○ 　 1 　 　 　
・通常開講(28)
・履修希望者なし(26)(27)

気象シミュレーション特論 2 ○ 1 ・履修希望者なし(27)

可視化特論 2 ○ 1 　 　 　 　
・履修希望者なし(28)
・通常開講(27)
・履修希望者なし(26)

非線形時系列解析特論 2 ○ 　 1 　 　 　 ・履修希望者なし(26)(27)

大規模シミュレーション特論 2 ○ 　 1 　 　 　
・通常開講(28)
・履修希望者なし(26)(27)

超並列アプリケーション開発特論 2 ○ 　 　 　 　 　 兼１ ・履修希望者なし(26)(27)

超並列分子シミュレーション特論 2 ○ 　 　 　 　 兼１ ・履修希望者なし(26)(27)

特
別
研

究 シミュレーション学特別研究 6 　 ○ 5 6 　 　 　

２　授業科目の概要

シミュレーション学研究科シミュレーション学専攻

（１） 授業科目表

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備　　　　考

特
別
講
義

教
育
・
研
究
の
領
域

政
策
問
題
領
域

１後

１後
 1前

 未開講
 １前

未開講
 １前

１後

産業
の新
展開
領域

１前

1後
 未開講

 １前

未開講
 1前
 1後

自然
環境
領域

1前
 未開講

 １前

1前
 未開講

 １前

１後

基盤
領域

未開講
 1前

 未開講
 １前

１後

1前
 未開講

 １前

備考
必　修 選　択 自　由 計

領域
共通

１後

１後

1-3
通年

科目 科目 科目 科目 科目

（２） 授業科目数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

科目 科目

1 15 0 16 1 15

　　　・　資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。

[　　0 ] [　　0 ] [　0 ] [　 0 ]

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，届出時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

0 16

必　修 選　択 自　由 計
科目

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　　で，前年度報告時（平成２７年度に認可された大学等は設置認可時）より変更されているものは赤字見え消し

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

5



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

該当なし

＝ 0.00
未開講科目と廃止科目の計

（４） 廃止科目

　　　　知方法」を記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

設置時の計画の授業科目数の計

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目
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備考

応用情報科学研究科と共用

蔵書数の増減(28)
蔵書数の増減(27)

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

専用共用の区分変更のため(28)
借用面積：①3,999.93㎡
          ②15,949.94㎡
          ③2,650.44㎡
借用期間：①H41.10.31
          ②H35.3.31
          ③大学院設置の間

共用する他の学校：兵庫県立淡路
景観園芸学校園芸療法課程(全寮制
1年制:15名、通学制2年制:10名)

校舎の一部が完成したため(27)
専用共用の区分変更のため(28)
借用面積：①5,542.59㎡
          ②569.28㎡
借用期間：①H41.10.31
          ②大学院設置の間

共用する他の学校：兵庫県立淡路
景観園芸学校園芸療法課程(全寮制
1年:15名、通学制2年制:10名)

843千円

24

112,635.88㎡そ　の　他

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（28）」を「備考」に赤字で記入してください。

完成年度

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

開設年度

学生１人当り
納付金

361,067.13㎡

(８)

203.00㎡

㎡

17,646.61㎡
 17,172.73㎡

0.00㎡ ㎡

0.00㎡ ㎡

0.00㎡

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

（14,603〔3,463〕）
 （13,767〔3,356〕）
 （13,061〔3,289〕）

（58〔18〕）
 （66〔25〕）
 （69〔25〕）

（931〔931〕）

（補助職員 0人）
０室

(３) 教　　室　　等

演　習　室

　

図
書
・
設
備

(５)

計

58〔18〕
 66〔25〕
 69〔25〕

種

シミュレーショ
ン学研究科

14,603〔3,463〕
 13,767〔3,356〕
 13,061〔3,289〕

4,700千円

10,000

（931〔931〕）

実験実習室

点 点

収 納 可 能 冊 数

381
380
379

０室

講　義　室

7 室

㎡

語学学習施設

（補助職員　0人）

室

情報処理学習施設

4 室

合　　　計

開設前年度
経費
の見
積り

完成年度

第１年次 第２年次

817.8千円
958.8千円

535.8千円

774千円

設備購入費

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

0.00㎡ - -

1,010,000千円 1,010,000千円 81,869千円

第１年次欄、上段は入学の日の１年前から引き続き兵庫県内に住所を
有する者又はその配偶者若しくは１親等の親族である者及び学部から
引き続き当該大学院に入学するもの。下段はそれ以外の者。

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

教員１人当り研究費等 図書購入費

81,869千円

4,700千円

-

(3) （　-　　）
(381)
(380)
(379)

点

学生納付金以外の維持方法の概要 特定財源（入学考査料）及び一般財源

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等

14,603〔3,463〕
 13,767〔3,356〕
 13,061〔3,289〕

931〔931〕　

（　-　　）

931〔931〕　
381
380
379

3 -

(381)
(380)
(379)

(3)

3

電子ジャーナル

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

３　施設・設備の整備状況，経費

288.00㎡
156,067.22㎡
 156,002.12㎡

（145,440.65㎡）

770,640.91㎡
 771,114.79㎡

130,282.49㎡
 129,808.61㎡

計

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

シミュレーション学研究科 室

冊

58〔18〕
 66〔25〕
 69〔25〕

（14,603〔3,463〕）
 （13,767〔3,356〕）
 （13,061〔3,289〕）

（58〔18〕）
 （66〔25〕）
 （69〔25〕）

(４) 専任教員研究室

145,031.87㎡
 145,505.75㎡
 145,440.65㎡

10,747.35㎡
 10,273.47㎡

（10,273.47㎡） （288.00㎡）

12

視聴覚資料 機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

0.00㎡

運動場用地

小　　　計
409,573.78㎡
 410,047.66㎡

79,775.50㎡ 0.00㎡

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

17,646.61㎡
 17,172.73㎡

0.00㎡ ㎡
329,798.28㎡
 330,272.16㎡

（156,002.12㎡）

(２) 校　　　　　舎

第１年次欄、上段は入
学の日の１年前から引
き続き兵庫県内に住所
を有する者又はその配
偶者若しくは１親等の
親族である者、並びに
学部から引き続き当該
大学院に入学するも
の。下段はそれ以外の
者。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２８年５月１日現在の数値を記入してください。

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

経済学部 平成16年度 神戸市西区学園西町8丁目2番地の１

　 国際経済学科 4 200 0 800 学士（経済学） 1.05

　 応用経済学科 4 0

経営学部 平成16年度 神戸市西区学園西町8丁目2番地の１

　 組織経営学科 4 230 0 920 学士（経営学） 1.01

　 事業創造学科 4 0

工学部 平成16年度 姫路市書写2167番地

　 電気電子情報工学科 4 126 0 504 学士（工学） 1.02

　 機械・材料工学科 4 126 0 504 学士（工学） 1.01

　 応用化学工学科 4 100 0 400 学士（工学） 1.08

理学部 平成16年度 (2-4年次）赤穂郡上郡町光都3丁目2番1号

　 物質科学科 4 90 0 360 学士（理学） 1.08 (1年次）姫路市書写2167番地

　 生命科学科 4 85 0 340 学士（理学） 1.06

環境人間学部 3年次 平成16年度 (2-4年次）姫路市新在家本町1丁目1番12号

　 環境人間学科 4 200 5 810 学士（環境人間学） 1.05 (1年次）姫路市書写2167番地

看護学部 3年次 平成16年度 (2-4年次）明石市北王子町13番71号

　 看護学科 4 100 10 420 学士（看護学） 1.02 (1年次）神戸市西区学園西町8丁目2番地の1

経済学研究科 神戸市西区学園西町8丁目2番地の１

　 経済学専攻

　　（博士前期課程） 2 10 0 20 修士（経済学） 0.60 平成16年度

　 経済学専攻

　　（博士後期課程） 3 5 0 15 博士（経済学） 0.33 平成16年度

　 地域公共政策専攻

　　（博士前期課程） 2 10 0 20 修士（経済学） 1.00 平成23年度

４　既設大学等の状況

　兵　庫　県　立　大　学
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経営学研究科 神戸市西区学園西町8丁目2番地の１

　 経営学専攻

　　（博士後期課程） 3 6 0 18 博士（経営学） 0.88 平成16年度

工学研究科 姫路市書写2167番地

　 電気系工学専攻
　　（博士前期課程） － － 修士（工学） － 平成27年より学生募集停止

　 電気系工学専攻
　　（博士後期課程） － － 博士（工学） － 平成27年より学生募集停止

　 機械系工学専攻
　　（博士前期課程） － － 修士（工学） － 平成27年より学生募集停止

　 機械系工学専攻
　　（博士後期課程） － － 博士（工学） － 平成27年より学生募集停止

　 物質系工学専攻
　　（博士前期課程） － － 修士（工学） － 平成27年より学生募集停止

　 物質系工学専攻
　　（博士後期課程） － － 博士（工学） － 平成27年より学生募集停止

工学研究科
　 電気物性工学専攻
　　（博士前期課程） 2 17 0 34 修士（工学） 0.99 平成27年度

　 電気物性工学専攻
　　（博士後期課程） 3 4 0 12 博士（工学） 0.37 平成27年度

　 電子情報工学専攻
　　（博士前期課程） 2 18 0 36 修士（工学） 1.35 平成27年度

　 電子情報工学専攻
　　（博士後期課程） 3 5 0 15 博士（工学） 0.10 平成27年度

　 機械工学専攻
　　（博士前期課程） 2 17 0 34 修士（工学） 2.05 平成27年度

　 機械工学専攻
　　（博士後期課程） 3 4 0 12 博士（工学） 0.37 平成27年度

　 材料・放射光工学専攻

　　（博士前期課程） 2 18 0 36 修士（工学） 1.10 平成27年度

　 材料・放射光工学専攻

　　（博士後期課程） 3 5 0 15 博士（工学） 0.60 平成27年度

　 応用化学専攻
　　（博士前期課程） 2 15 0 30 修士（工学） 1.73 平成27年度

　 応用化学専攻
　　（博士後期課程） 3 4 0 12 博士（工学） 0.25 平成27年度

　 化学工学専攻
　　（博士前期課程） 2 15 0 30 修士（工学） 1.29 平成27年度

　 化学工学専攻
　　（博士後期課程） 3 3 0 9 博士（工学） 0.33 平成27年度

物質理学研究科 赤穂郡上郡町光都3丁目2番1号

　 物質科学専攻
　　（博士前期課程） 2 32 0 64 修士（理学） 1.04 平成16年度

　 物質科学専攻
　　（博士後期課程） 3 11 0 33 博士（理学） 0.21 平成16年度

生命理学研究科 赤穂郡上郡町光都3丁目2番1号

　 生命科学専攻
　　（博士前期課程） 2 17 0 34 修士（理学） 1.43 平成16年度

　 生命科学専攻
　　（博士後期課程） 3 3 0 9 博士（理学） 0.55 平成16年度

　 ﾋﾟｺﾊﾞｲｵﾛｼﾞｰ専攻 3年次
　　（一貫制博士課程） 5 8 2 46 博士（理学） 0.59 平成25年度

環境人間学研究科 姫路市新在家本町1丁目1番12号

　 環境人間学専攻
　　（博士前期課程） 2 30 0 60 修士（環境人間学） 0.78 平成16年度

　 環境人間学専攻
　　（博士後期課程） 3 6 0 18 博士（環境人間学） 0.55 平成16年度

看護学研究科 明石市北王子町13番71号

　 看護学専攻
　　（博士前期課程） 2 25 0 50 修士（看護学） 0.62 平成16年度
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　 看護学専攻
　　（博士後期課程） 3 4 0 12 博士（看護学） 0.75 平成16年度

　 共同災害看護学専攻
　　（一貫制博士課程） 5 2 0 10 博士（看護学） 1.00 平成26年度

応用情報科学研究科 神戸市中央区港島南町7丁目1番28号

　 応用情報科学専攻
　　（博士前期課程） 2 40 0 80 修士（応用情報科学） 0.89 平成16年度

　 応用情報科学専攻
　　（博士後期課程） 3 10 0 30 博士（応用情報科学） 0.96 平成18年度

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ学研究科 神戸市中央区港島南町7丁目1番28号

　 ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ学専攻
　　（博士前期課程） 2 20 0 40 修士（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ学） 0.90 平成23年度

　 ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ学専攻
　　（博士後期課程） 3 4 0 12 博士（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ学） 0.66 平成26年度

地域資源マネジメント研究科 豊岡市祥雲寺字二ヶ谷128

　 地域資源マネジメント専攻

　　（博士前期課程） 2 12 0 24 修士（学術） 0.99 平成26年度

　 地域資源マネジメント専攻

　　（博士後期課程） 3 2 0 6 博士（学術） 1.00 平成28年度

会計研究科 神戸市西区学園西町8丁目2番地の1

　 会計専門職専攻
　　（専門職学位課程） 2 40 0 80 会計修士（専門職） 0.80 平成19年度

経営研究科 神戸市西区学園西町8丁目2番地の1

　 経営専門職専攻

　　（専門職学位課程） 2 45 0 90
経営管理修
士（専門
職）

1.16 平成22年度

ﾍﾙｽｹｱ･ﾏﾈｼﾞﾒ
ﾝﾄ修士（専
門職）

緑環境景観ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科 淡路市野島常盤954番地の2

　 緑環境景観ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻

　　（専門職学位課程） 2 20 0 40
緑環境景観ﾏ
ﾈｼﾞﾒﾝﾄ修士
（専門職）

0.82 平成21年度

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２８年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。
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兼担・

兼任　
担当授業科目名

兼担・
職名

専任・

－ － － －材料シミュレーション基礎論

専 教授

担当授業科目名

－

就任予定年月就任予定年月
兼任　

備　　考

材料シミュレーション基礎論

シミュレーション学特別研究

５　教員組織の状況

シミュレーション学研究科シミュレーション学専攻

の別　

氏　　名
（年　齢）

教授

（１） 担当教員表

氏　　名
（年　齢）

設　置　時　の　計　画

専任・

職名

の別　

変　　更　　状　　況

生態系シミュレーション特論

シミュレーション学特別研究

専
ﾜｼﾂﾞ　ﾋﾄｼ
鷲津　仁志
（４５）

平成27年10月1日

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　　なお，当該設置に係る研究科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

平成26年4月14日　死亡(26)

平成27年8月教員審査済(28)
 平成27年7月変更書提出予定
(27)

（注）・　設置時の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　を記入してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２８年５月１日現在の満年齢

　　　　所属している場合は，〈○○研究科　○○専攻（○○課程）〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

シミュレーション学特別研究

ﾄﾞｲ　ﾋﾃﾞﾕｷ
土居　秀幸
（３７）

平成26年5月1日

平成27年4月1日

生態系シミュレーション特論

平成27年2月教員審査済(27)

平成26年4月末退職。
兼任に身分変更。

シミュレーション学特別研究

大規模経済ネットワーク特論

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

専
教授
(研究
科長)

ﾊﾀ　ﾕﾀｶ
畑　豊

（５２）
平成26年4月

医用画像・信号解析特論

シミュレーション学特別研究

ﾋｮｳﾄﾞｳ　ｼｱｷ
兵頭　志明
（５８）

平成26年4月

専 准教授

ﾔｽﾀﾞ　ｼｭｳｺﾞ
安田　修悟
（３７）

平成26年4月

専 教授
ﾌｼﾞﾜﾗ　ﾖｼﾋｻ
藤原　義久
（４９）

平成26年4月

複雑流体シミュレーション特論

シミュレーション学特別研究

シミュレーション学特別研究

非常
勤講
師

シミュレーション学特別研究

兼担 講師
ｵﾉ　ｹﾝｼﾞ

小野　謙二
（４８）

平成26年4月
超並列アプリケーショ

ン
開発特論

兼担 講師
ﾅｶｼﾞﾏ　ﾀｶﾋﾄ
中嶋　隆人
（４６）

平成26年4月
超並列分子

シミュレーション特論

専 准教授

ｼﾏ　ｼﾝｲﾁﾛｳ
島　伸一郎
（３６）

平成26年4月
気象シミュレーション特論

シミュレーション学特別研究

兼担 教授
ﾂｼﾞ　ﾏｻﾂｸﾞ
辻　正次
（６８）

平成26年4月 政策科学特論

兼担 教授
ｶﾄｳ　ﾖｼﾏｻ
加藤　恵正
（６１）

平成26年4月
都市・地域経済

政策特論

専 准教授

ｷﾑﾗ　ｼﾝ
木村　真
（３８）

平成26年4月
財政シミュレーション特論

シミュレーション学特別研究

専 准教授

ﾇﾏﾀ　ﾘｭｳｽｹ
沼田　龍介
（３７）

平成26年4月
大規模シミュレーション特論

シミュレーション学特別研究

専 教授
ﾅｶﾞﾉ　ﾔｽﾕｷ
永野　康行
（４７）

平成26年4月
耐震建築シミュレーション特論

シミュレーション学特別研究

専 教授
ｵｵﾉ　ﾉﾌﾞｱｷ
大野　暢亮
（４１）

平成26年4月
可視化特論

専 准教授

ﾅｶﾑﾗ　ﾄﾓﾐﾁ
中村　知道
（４４）

平成26年4月
非線形時系列解析特論

兼任

専

シミュレーション学特別研究

准教授

ｲｾ　ﾀｹｼ
伊勢　武史
（４２）

専 准教授

ｲｾ　ﾀｹｼ
伊勢　武史
（４２）

平成26年4月

生態系シミュレーション特論
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教　授
計

（Ｂ）

［　　］(  6  )

年齢構成

(  9  )

(  5  )

研究指導補
助教員数

（　　）（　　） （　　）

歳 名 名

11

定年規定の定め
る定年年齢
（歳）

　（２）－②　年齢構成

完成年度時（上記
（Ｂ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

0

［　0  ］

6

（　　）

講義のみ担
当の教員数

報告書提出時
（上記（Ａ））
の教員のうち、
定年を延長して
採用している教

員数

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

研究指導教員数
研究指導補
助教員数

［　0　］

65

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入するとともに，

2

研究指導教
員数

0 0

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

［　　　］

［　　　　］

講義のみ担当の
教員数

研究指導補助
教員数

研究指導教員
数

5

9

6
6

講義のみ担
当の教員数

［　0  ］

5 5

9

(  2  )

［　0　］

助　教准教授

2

　　　・専門職大学院の場合は，「研究指導教員」を「研究者教員」と，「研究指導補助教員」を「実務家教員」と修正して記入してください。

　　　　および，平成２８年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

（２） 専任教員数等

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

［　　］

教　授 准教授 講　師 助　教 准教授 講　師講　師 助　教
計

（Ａ）

　（２）－①　専任教員数

設　置　時　の　計　画 現在（報告書提出時）の状況

計

現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

教　授
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

自由

計 4 科目 計 4 計 計

選択

自由 科目 自由 自由

選択 2 科目 選択 2 選択

2 科目

科目

4 科目

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

選択

自由
2 人

計

科目2

後任補充状況

必修 科目

選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

計 4 計 計

自由自由 自由

選択 選択

必修 2

自由

必修

必修

辞任等の理由担当予定科目

計

２
生態系ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ特論

必修・選択・自由の別

選択 ①
平成26年4月14日、死亡のため（26）

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

必修

選択

自由自由

選択

必修

該当なし

科目

計

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

○○

0 人

○○

必修 2 科目 必修

科目

科目

必修

必修

選択 2

就任を辞退した教員数

2 人

○○

○○

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

2

③の合計数（c）①の合計数（a） ②の合計数（b）

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

選択

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ学特別研究 ①
平成26年4月30日付、京都大学へ転任のため辞任（26）

必修

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

准教授 伊勢　武史

１

専任教員氏名

職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 就任辞退（未就任）の理由

合計（Ａ）＋（Ｃ）

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

②の合計数（b） ③の合計数（c）

担当予定科目番　号

①の合計数（a）

後任補充状況の集計（Ｂ）合計（Ａ）

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

教授 兵頭　志明
材料ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ基礎論

番　号 職　位

①

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ学特別研究 ①

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

後任補充状況

必修
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

2.　兵頭教授の後任については、平成27年10月1日に就任済み。なお、平成27年8月教員審査済み。

3.　学生に対しては、オリエンテーション等の機会を通じて、説明した。

　　　　

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください

　　　　

1.  伊勢准教授の後任については、平成27年4月1日に就任済み。なお、平成27年2月AC教員審査済み。
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区　　　分
未履行事項について

の実施計画

１．「シミュレーション学」
は学際的なアプローチに
より様々な領域への適用
を想定したものであるこ
とから、専門領域の高度
な研究指導はもちろん、
異なる専門領域の教員に
よる指導や、応用領域と
基盤領域の両方での指導
も行われることが重要で
あると考えられる。従っ
て、他領域の副指導教員
の配置を必須とする指導
体制の構築（増員を含
む）についても検討し、
博士課程として相応しい
研究指導が行われるよう
にすること。

１．より適正な研究指導体制に
ついては、認可後開設まで
の期間に内部で議論を重
ね、学生の教育研究は、研
究指導教員1名及び副指導教
員2名とし、専門領域の高度
な研究指導はもちろん、異
なる専門領域の教員による
指導や、応用領域と基盤領
域の両方での指導も可能と
なる指導体制とし、博士課
程として相応しい研究指導
が行われるようにした。
（26）

２．教員の補充を必要とされ
た1授業科目については、
科目開設時までに教員を
充足すること。うち、専
任教員の配置を必要とさ
れた1授業科目について
は、確実に専任教員を配
置すること。

２．教員の補充を必要とされた1
授業科目について、平成25
年12月のAC教員審査におい
て、教員を充足した。(26）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（２７年２月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（２８年２月）

設　置　時

(25年10月）

６　留意事項等に対する履行状況等

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の

留　意　事　項　等

該当なし

履　行　状　況

該当なし

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

特になし

　　会に報告している。

　　平成28年1月14日、21日及び28日に実施した。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　公開授業実施後に、教育改革研修会を開催し教員の資質向上を図る。今年度は、9月及び3月の開催を予定。

 　 平成26年度は、9月17日（前期）及び3月18日(後期）に開催し、平成27年度は、3月16日に開催した。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　平成26年度は、6月に実施（12月にも予定していたが該当なし）。平成27年度は、7月末及び1月末に実施した。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　ａ　実施内容

　　　平成28年度第1回教務委員会（4月5日実施）において、平成28年度ＦＤ実施計画を策定した。

　ｂ　実施方法

　　　公開授業に専任教員が授業見学することにより実施する。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　公開授業を前期中（７月頃）に実施すべく調整中。なお、平成26年度は、6月9日及び6月24日に、平成27年度は、

　ｃ　委員会の審議事項等

　（１）　教育・研究活動の改善の方策に関する事項

　（２）　教員の教育能力向上のための研修の実施に関する事項

　（３）　学生による授業評価の実施に関する事項

　（４）　その他教員のＦＤ活動の充実に必要な事項

②　実施状況

　　際に教員相互で確認しあっている。公開授業の実施結果については、教育改革報告書として取りまとめ、全学の委員

　　　また、学生と研究科長が個別に懇談する機会を学期毎に１度（年間２回）設け、すべての学生と面談し、

　　学習の理解度の把握や教育方法への意見などについて、聞き取り調査を行っている。

　　　日常的には例月開催の教授打合会（企画調整会議）及び教務委員会の中で、ＦＤについて適宜議論をしている。

　　　さらに、これらを踏まえ、研究科内の教育改革研修会を開催し、全専任教員と議論することで、教育内容・方法

　　の充実と教員の資質向上に努めている。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　本研究科では、すべての講義を原則公開としており、授業担当以外の教員がそれらの講義を聴講し、授業内容を実

   (ⅰ)教授打合せ（企画調整会議）

　　 　教室運営に関わる課題についての方針案を議論

　　　（原則として）毎月第１水曜日14：30－15：00　教授５名+担当事務職員

 　(ⅱ)教務委員会

　 　　教務及びFDに関わる課題について方針案の策定

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

　　　全学の学内Ｗｅｂシステムにより、全教員及び全学生へ公開が予定されている。

　ａ　委員会の設置状況

　　　実施「有」、実施時期は前期で１回・後期で１回を予定している。

　　　（原則として）毎月第２水曜日13：00－15：00　委員（教授2名、准教授2名）+担当事務職員

   (ⅲ)教育改革研修会

７　その他全般的事項

＜シミュレーション学研究科シミュレーション学専攻＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

①　実施体制

　 　　年間２回（前期末及び後期末）　全専任教員が参加して実施しており、公開授業の実施結果の振り返り等により、

　　　教育内容・方法の充実と教員の資質向上に努めている。
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　　　に「大学評価基準を満たしている。」との評価を受けた。（大学ホームページに公表済み）

　本研究科博士後期課程において学生は、シミュレーションを用いて現代社会の諸問題の解決に資する専門知識と技術を
習得し、それを自主的・計画的に活用した研究を推進できる能力と研究成果を社会への提言につなげる能力を身につけ
る。
　教員の資質向上に対しても、博士前期課程（修士課程）における取り組み同様、ＦＤ活動や教員研修会を予定してお
り、教育研究活動の一層の充実に向け、意欲的な取り組みが予定されており、現時点では当初の計画通り進行している。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（平成28年６月１日）

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　　・大学改革支援・学位授与機構による認証評価を今年度受審予定。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

　　・なお、全学については平成21年度に大学評価・学位授与機構の大学機関別認証評価を受審し、平成22年３月29日

　ｂ　公表方法

　　・自己点検・評価実施後、図書室で閲覧できるようにする。

　　・なお、全学については大学ホームページ上に平成21年12月公表済み。

③　認証評価を受ける計画

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・今年度実施予定の大学改革支援・学位授与機構による認証評価に向け、6月末までに「自己評価書」を作成予定。

　　・なお、全学については平成21年12月に第2期中期計画に係る自己点検・評価を実施し、公表済み。

（３） 自己点検・評価等に関する事項
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